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終了

年度内の配布に間に合わなかったが、改訂作業は終了しており、終了とする。本活
動は終了とするが、活用促進については、次年度実施する。

備考

【その他　情報提供・普及啓発】
■大分市内の拠点病院・協力病院、大分大学医学部附属病院の共催
・大分県立図書館1日まちの保健室「がん相談ブース」設置（年に2回）
■別府医療センター
・「ゆめタウン」相談ブース設置
・ティッシュ配り
・「サバイバーズ文化祭」（運営支援、講演、がんに関する情報提供）
■中津市民病院
・リレーフォーライフなかつ・中津市健康づくり推進大会での「がんリスク
チェック」ブース設置

令和６年度　大分県がん診療連携協議会　ＰＤＣＡサイクルの情報共有・相互評価シート（共通）

病院名

情報交換会

５情報支援及び情報の収集提供
（１）がん相談支援センター
④周知のための体制の整備
（３）情報提供・普及啓発
⑤患者に対しての適切な情報提供

１．「おおいたのがんサポートブック第6版」改訂時の協働
１）大分県のサポートブック改訂スケジュールを共有する
２）現行のサポートブック（第5版）の内容や活用状況について、意見交換を行う
３）第6版の内容修正案を検討する
４）サポートブックの活用促進について、一般市民向け・院内患者向けの実施案を決
定し実行する

１．１）9月開催の情報交換会（がん相談支援センター実務者会議）で、大分県の改訂
スケジュールを共有し、第6版のビジョンやコンセプトを確認した。
２）改定内容の方向性について情報交換会で意見交換を行った後、各施設で具体的
改訂内容の抽出を行い、大分県が取りまとめを行った。利用者に伝わる表現、正し
い情報、新規に必要な内容等を考えた改定となった。
３）各施設からの意見をもとに修正されたものについて、1月開催の情報交換会およ
びメール会議にて検討を行った。4月に完成した第6版が配布された。
４）今後、「おおいたのがんサポートブック第6版」および「概要版」の活用促進につい
て検討する。

全員でビジョンやコンセプトを確認し、意見交換や各施設での検討を行ったことで、
利用者目線でよりわかりやすい内容に、大幅修正することができた。
活用促進については、完成後に情報交換会の場で検討する。


